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18 -1st- 8
15 -2nd- 2
7 -3rd- 10
7 -4th- 7

No. S PTS 3P 2P FT F R A No. S PTS 3P 2P FT F R A
4 ＊ 10 0 5 0 0 3 3 4 ＊ 4 0 2 0 1 3 0
5 ＊ 6 0 3 0 2 1 0 5 0 0 0 0 0 0 0
6 12 0 5 2 1 1 0 6 ＊ 0 0 0 0 2 3 1
7 10 0 5 0 0 0 0 7 2 0 1 0 0 4 0
8 ＊ 4 0 2 0 0 1 2 8 ＊ 0 0 0 0 0 0 0
9 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 1 0 0

10 2 0 1 0 3 1 0 10 ＊ 12 0 5 2 1 4 0
11 0 0 0 0 0 0 1 11 6 0 3 0 2 0 0
12 2 0 1 0 0 2 2 12 2 0 1 0 1 0 0
13 0 0 0 0 0 4 0 13 ＊ 1 0 0 1 0 0 0
14 1 0 0 1 0 3 0
15 ＊ 2 0 1 0 2 3 0
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沖田  純子

野尻  充輝（古川）

3Q・4Q

TOTAL

大豆村 斉

中村　祐貴

逢坂  侑哉（神岡）

大塚  恭祐（日枝）

矢崎  大介（国府）

Team B

熊崎  一眞（小坂）

27

両チームオールコートマンツーマンディフェンス。序盤はともにセンターを中心とした堅い守りで一進一退の攻防が続くが、次第に東軍＃４、
＃８のコンビプレイと＃５のオフェンスリバウンドからリズムを作り得点を伸ばす。一方、西軍は＃４の攻守に渡る活躍で対抗し、１８－８で１Qを
終了。
２Q、東軍の堅い守備の前に、西軍はなかなかシュートまで持ち込むことができない。東軍は＃４を中心とした速い攻撃で確実に点数を重
ね、３３－１０で前半を終了。
３Qも両チームオールコートマンツーマンディフェンス。東軍は＃７，西軍は＃１０を中心にオフェンスを組み立てるが、なかなか得点を伸ば
すことができない。終了間際、＃４，＃１０のディフェンスの粘りから連続して速攻が決まり、４０－２０と僅かに差を詰める。
４Qに入ると、両チームのディフェンスが激しくなり、ミスを誘う。その中東軍の＃６の鋭いドライブで得点を伸ばす。後半には攻守の切り替え
が速くなり、お互いに速攻で得点を重ね、東軍が４９－２７で逃げきる。

（所属） 岐阜県バスケットボール協会記載責任者

今井  皓星（下呂）

鎌倉  寛人（金山）
黒木  玲旺（萩原南）
小林  皆人（萩原南）

平田  昭彦

中野  伊吹（古川）
田口  咲輔（神岡）

内藤  悠光（中山）
塚腰  純也（東山）

熊崎  貴斗（下呂）
片桐  彰太（日枝）
西本  郁哉（国府）

中井  大揮（東山）

高村  俊光（金山）

選手名

中家  悠士（松倉）

Team A

開催期日：

開始時間：

TEAM A

10:00 副審：

飛騨高山ビッグアリーナ

ＪＢＬ２ ２０１１‐１２　in TAKAYAMA
飛騨地区男子オールスター戦

開催場所：

＊　得点は（Aチームの得点）‐（Bチームの得点）、選手の背番号は  #(番号 ) で表記しています。

49
西軍

選手名

大坪  翔（中山）

*：スターター　　（C)：キャプテン　　PTS：ポイント　　3P：3ポイントシュート　　2P：2ポイントシュート　　FT：フリースロー　　F：ファール　　R：リバウンド　　A：アシスト

上田  陸王（松倉）

中島 貴広（小坂）

TEAM B

Sunday, November 27, 2011 主審：

東軍
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